
韓国で 1日まで開かれた途上国援助をめぐる国際会議で､中国やインドなど新

興Egが､初めて援助供与国としての責任を受け入れる意思表明をしたO世界銀行

のスリ ･ムルヤニ専務理事と国連開発計画 (UNDP)のクラーク総裁にその意

義などを聞いた｡

援
助
を
出
す
側
と
受
け
取
る
側
の
関
係

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
｡
伝
統
的
に
は
先
生

と
生
徒
､
親
と
子
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て

き
た
が
､
今
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

｢今
後
の
突
破
口
に
な
る
｣

今
回
初
め
て
､
途
上
国
が
ほ
か
の
途
上

国
を
支
援
す
る

｢南
南
協
力
｣
の
拡
大
を

盛
り
込
ん
だ
文
膏
を
採
択
で
き
た
｡
タ
フ

な
交
渉
だ
っ
た
が
､
中
国
も
含
め
て
合
意

国連開発計画 世界量艮行

スリ･ムル ヤ 二専務 理事ヘ レン･ク ラ ー ク総裁

て
の
協
力
に
姿
を
変
え
て
い
る
｡
か
つ
て

途
上
国
だ
っ
た
新
興
国
の
強
み
は 
(途
上

国
と 
)
知
識
や
経
験
を
共
有
で
き
る
点
に

あ
る
｡
似
た
よ
う
な
条
件
が
あ
る
か
ら

だ
｡た

だ
課
題
も
あ
る
｡
新
興
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め
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だ
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す
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の
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が
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の
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｡一

万
㌧
途
上
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の
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組
み
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ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
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用
す
る
機
会
を
増
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な
ら
な
い
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低
迷
す
る
時
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だ
か
ら
こ
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先
進
国
に
と
っ
て
も
途
上
国
援
助
は
決
定

的
に
重
要
だ
｡
例
え
ば
日
本
は
高
齢
化
と

人
口
減
少
が
進
み
､
増
加
す
る
中
間
層
の

市
場
は
海
外
に
し
か
な
い
｡ 
(日
本
が
援

助
を
続
け
て
き
た 
)
中
国
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本
に
と
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功
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